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日
本
古
代
・
中
世
の
歴
史
・
文
学
研
究
者
が
、

社
会
史
的
な
テ
ー
マ
の
も
と
多
数
の
論
考
を
寄
せ

る
論
集
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い
る
本
シ
リ
ー
ズ
。

そ
の
第
四
巻
の
テ
ー
マ
は
、
「
婚
姻
と
教
育
扁
で

あ
る
。
こ
の
ニ
テ
ー
マ
に
は
若
干
の
隔
た
り
が
あ

る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
工
「
婚
姻
の
諸
相
」
五

論
文
に
虹
「
親
子
・
親
族
の
諸
相
」
六
論
文
が
加

わ
っ
て
、
実
質
的
に
は
家
族
・
親
族
史
研
究
が
中

核
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
教
育
史
の
諸
論
考

（
皿
門
教
育
の
諸
相
」
六
論
文
）
が
付
加
さ
れ
る

か
た
ち
で
、
～
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
1
・
正
の
家
族
・
親
族
史
の
う
ち
、
吉
代
～
中

世
初
期
（
院
政
期
）
に
関
し
て
は
、
都
市
貴
族
化

と
婚
姻
の
変
化
の
関
係
性
、
入
内
・
入
宮
儀
礼
に

お
け
る
用
途
調
達
・
奉
仕
者
の
実
態
、
律
令
官
人

の
孝
行
の
あ
り
方
、
摂
関
家
外
孫
皇
女
の
位
置
づ

け
、
文
学
に
み
え
る
再
婚
観
・
親
子
観
な
ど
に
関

す
る
、
個
性
的
な
個
別
研
究
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
。
主
に
宮
人
・
貴
族
層
を
取
り
上
げ
た

諸
研
究
が
、
文
学
研
究
と
の
交
流
を
経
つ
つ
、
幅

広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
現
状
を
み
て
と
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
｝
方
、
中
世
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
と
室

町
・
謎
謎
時
代
の
婚
姻
形
態
に
関
す
る
多
数
の
事

例
を
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
論
述
、
重
要
概
念
た

る
「
惣
領
一
に
つ
い
て
の
再
検
討
、
村
人
の
祖
先

祭
祀
を
担
う
寺
庵
に
関
す
る
考
察
な
ど
、
多
様
な

社
会
階
層
と
時
代
の
特
質
を
意
識
し
な
が
ら
論
じ

る
、
意
欲
的
な
論
考
が
並
ん
で
い
る
。
編
者
の
高

橋
秀
樹
氏
は
、
中
世
「
家
鳳
研
究
の
現
状
を
ま
と

め
な
が
ら
、
研
究
者
相
互
の
議
論
が
う
ま
く
か
み

あ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
危
機
感
を
示
し
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
な
か
で
、
事
実
の
集
積
・
検
討
を
基
礎

と
し
、
か
つ
総
合
的
な
議
論
に
資
す
る
論
考
が
集

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
個
々
の

論
点
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
議
論
の
余
地
も
多
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
が
、
今
後
の
真
蟄
な
る
議
論

の
蓄
積
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
家
族
・
親
族
史
に
比
し
て
研
究
の
蓄
積
が
浅
い

皿
の
教
育
史
に
つ
い
て
は
、
律
令
国
家
に
お
け
る

教
育
の
問
題
を
総
括
的
に
論
じ
た
｝
篇
、
公
達
層

の
栄
達
に
必
須
な
素
養
と
し
て
の
舞
の
習
得
に
つ

い
て
論
じ
た
一
篇
の
ほ
か
は
、
儒
者
の
家
（
藤
原

氏
広
業
流
）
、
権
門
寺
院
（
東
大
寺
尊
勝
院
）
、
戦

国
大
名
（
後
北
条
氏
）
、
足
利
学
校
な
ど
、
個
別

勢
力
・
組
織
内
の
「
教
育
漏
の
実
態
を
解
明
す
る

実
証
研
究
が
並
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
実
証
研
究
が
、
文
学

や
聖
教
を
含
む
典
籍
類
の
綿
密
な
調
査
の
進
展
を

基
礎
と
し
て
、
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

本
書
を
読
む
以
前
は
、
「
教
育
史
」
の
イ
メ
ー
ジ

は
と
ら
え
に
く
い
も
の
と
感
じ
て
い
た
が
、
本
書

に
よ
っ
て
、
こ
う
い
つ
た
手
法
が
研
究
の
新
た
な

段
階
を
切
り
開
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
背
景
に
あ
る
研
究
状
況
に
よ
っ

て
位
相
は
違
う
が
、
研
究
の
最
先
端
を
示
す
魅
力

的
な
論
考
ば
か
り
な
の
は
間
違
い
な
い
。
広
く
「

読
を
お
薦
め
し
た
い
。
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